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　 　国が子ども虐待についての統計を取り始めた 2000 年以降、半年間で見ると、2008
年の 1 月から 6 月の虐待件数が最多記録となり、162 件（昨年同期比 8.7％増）、死者
は 29 人（昨年同期比 61.1％増）であった。虐待死 29 人の内訳として、殺人 13 人、
傷害致死 12 人、保護責任者遺棄致死 2 人、重過失致死 2 人であり、虐待者は、実母
48 人、実父 44 人、養・継父 34 人、内縁の父 26 人であった 1）。日本には、子どもの
死についての実証的なデータがこれまでなく、2004 年に初めて「児童虐待死亡事例報
告書」が厚生労働省から出されている。さらに 2006 年から虐待死と心中による子ど
もの死亡件数が別枠で把握、報告されるようになった。心中による死亡は 19 事例 30
人であり、前年に比べて 22 人も増加している 2）。日本では、他国に比べ、子どもの死
についての実態把握や検証、それへの対策が遅れている点が問題である。
　⑵　全国学力テスト
　 　子どもの教育をめぐる問題として、2007 年に 43 年ぶりに実施された学力テストが















　 　2008 年 8 月には、子どもの無保険問題が「無保険の子　7300 人」という見出しで
ニュースとなった。これは、国民健康保険の保険料を滞納して保険給付をさしとめられ、
医療費の全額自己負担が必要になった世帯の子ども（中学生以下）が、都道府県及び



















































































































































































実施年 1999( 平成 11) 年 2001( 平成 13) 年 2001( 平成 13) 年 2000( 平成 12) 年 2003( 平成 15) 年 1999( 平成 11) 年
事例数 658 例 1064 例 1940 例 24744 例 中 144死亡事例
24 例 2400 例
結果
① 虐待者は実母、
性 格 的 に 問 題
あり
① 人 格 特 性 が 最
も多い
①  1000 人に対し
0.7 人
①  0 歳 児 が 最 も
多い
① 0 歳児 44％ ① 気 の 合 わ な い
子ども
② 家 事 能 力 が 低
いこと
②夫婦関係の問題 ②身体的虐待半数 ②身体的虐待多い ② 虐 待 者・ 実 母
多い
②夫が非協力的
③ 生 育 歴 に 問 題
がある
③被虐待歴がある ③実母が 59％ ③実母・継母多い ③地域からの孤立 ③子どもの数
④ 精 神 障 害・ 知
的障害
④ ひ と り 親 家 庭
が多い
④次子の誕生時 ④ひとり親家庭 ④解離傾向
⑤ 被 虐 待 体 験
９％
⑤ 施 設 や 親 戚 か
ら戻った場合
⑤未婚 ⑤抑うつ率の高さ
⑥ 望 ま れ ず 出 生
は多くない
⑥ 再 婚 に よ る 新
し い 親 子 関 係
時リスクあり
⑥失業・無職 ⑥ 母 性 意 識 否 定
感の強さ
⑦両親不和 ⑦転居した直後
⑧ 実 父 の 定 職 率
６割






























　筆者らは、A 市 B 区の乳幼児健診 3 年間（平成 12 － 14 年度）のカンファレンス・ファ
イル 14）（総数は 12,169 例、内訳は３ヶ月健診 4,208 例、1 歳 6 ヶ月健診 3,924 例、3 歳
児健診 4,037 例である。そのうち、保健師が問題としてフォローしたケース数は、3 ヶ








　筆者らは、A 市全域において乳幼児健診（1 歳 6 ヶ月）未受診者に対して、その実態































































































では虐待において危険な状態にある子が年間約 8 万人から 8.5 万人いるといわれ、その

























　2003 年、イギリスでは「児童に関する全てのこと」という Green Paper 21） が発表さ
れ、児童サービスの見直しが行われた。それはブレア政権の児童政策の集大成でもあった。
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 2 ）厚生労働省（2006）『児童虐待死亡事例報告』
 3 ）毎日新聞　2008 年 8 月 30 日朝刊
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 8 ） これを労災事故に関するハインリッヒの法則にあてはめると、死亡しないまでも重篤な損傷を負った子どもはその
30 倍、そして傷を負わないまでも日々虐待行為を受けている子どもはその 300 倍に及ぶことになる。
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の虐待とネグレクト』5（1）;141 － 150 ページ
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